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16.  Abstract 

 
本研究では、水銀フリーHID (High-intensity discharge)ヘッドランプのスペクトル分布

が、対向車のドライバーに及ぼす不快グレアと交通用再帰反射材の演色性に及ぼす効果につい
て検証を行った。両ケースにおける水銀フリーHID 光源の影響を、タングステン－ハロゲン電
球を通常のHID（水銀が含まれるもの）に置き換えた場合に起こる特性変化と比較した。具体
的に述べると、不快グレアに対する影響に関しては、9種類の水銀フリーヘッドランプの色度
と17種類の従来のHID ヘッドランプの色度を比較することで評価を行った。同様に、演色性
への影響は、水銀フリーのヘッドランプで照射した場合の46種類の再帰反射材料の色度を、
従来のHID のヘッドランプで照射した場合の色度と比較することで評価した。 
主な所見は次の通りとなる。(1) 水銀フリーHID からの不快グレアは従来のHID の“最も青

い”ものと同程度であることが予想される。(2) 水銀フリーHID を使用したヘッドランプの演
色性は許容範囲となり得る。(3) 水銀フリーの使用は再帰反射材の色づいた相対的な明るさへ
感知できるほどの影響があるとは言えない。 
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